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博士論文概要 
 
環境問題の高まりとともに，工場でのエネルギーの有効活用や廃棄物の再資源化など，
生産部門で環境負荷のより少ない技術（cleaner production あるいは sustainable production，「持続
可能な生産」）が採用されるようになってきた。しかし，社会全体での環境負荷を減らすには，生産
技術の改善だけでは十分でない。それに加えて，消費者自らがライフスタイルを転換し，積極的に
環境負荷排出のより低い消費生活，あるいは「持続可能な消費」（sustainable consumption）を行う
ことが必要である。「持続可能な消費」とは，現状の生活水準を維持しつつ，消費に起因する環境
負荷排出のより少ない消費パターンを探る研究分野のことである。実際，UNEP（国連環境プログラ
ム）等で行われている持続可能な社会の議論では，生産者による「持続可能な生産」と消費者によ
る「持続可能な消費」が一組で論じられている。また，財の生産は，我々の生活を維持するために
行われるものであるため，生産者による環境負荷排出も，消費者の行動に起因することになる。そ
のため，持続可能な社会の実現を目指して，産業界での「持続可能な生産」への取り組みとともに，
消費者を「持続可能な消費」へと誘導することが重視されている。 
家計による消費パターンに起因する環境負荷の分析には，直接効果と間接効果を適切
に評価することが必要であることが知られている。直接効果とは，家計が直接の排出源となってい
る環境負荷である。たとえば，家計での燃料の燃焼や自家用車利用によって排出される環境負荷
がそれにあたる。一方，間接効果は，家計が消費する財やサービスの生産過程と生産に付随する
廃棄物処理，さらには，家計から発生する廃棄物の処理過程で排出される環境負荷である。伝統
的な産業連関モデル（IO モデル: input-output model）では，間接効果を容易に計算することが出
来る。さらに，IO モデルは明確なシステム境界（当該の国や地域）を持っている点が，「持続可能な
消費」の分析に IO モデルが多用される要因である。 
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伝統的な IO モデルでは詳細に扱われない廃棄物処理およびその再生利用について，
特別な考慮を払うために開発された分析モデルとして，廃棄物産業連関モデル（WIO モデル: 
waste input-output model）がある。WIO モデルは，生産部門とそれに付随する廃棄物管理の環境
負荷を計測する分析モデルである。中村（2000，廃棄物学会誌），および Nakamura and Kondo 
（2002，Journal of Industrial Ecology）によって開発された WIO モデルを用いれば，動脈・静脈部
門の間の財と廃棄物の循環を定量的に把握できる。特に，一国（一地域）経済の中での財と廃棄
物の流れを適切に考慮している点は，WIO モデルの顕著な特徴の一つである。この特徴により，
家計による消費行動のみならず，廃棄行動を含めたライフスタイルに起因する環境負荷を適切に
モデル化し，定量評価をすることが出来る。本研究第 1 章に，研究の目的を記す。本研究の主な
目的は，WIO モデルを家計の消費・廃棄行動に起因する環境負荷分析用モデルへと拡張し，そ
れを用い，「持続可能な消費」に関する応用分析を行うことである。さらに，第 1 章で，本研究の元
となる WIO 基本モデル及び勘定体系としての廃棄物産業連関表（WIO 表）の解説を行った。 
本研究第 2 章では，WIO モデルを家計の消費・廃棄行動分析用 WIO モデルとして拡張
した。この拡張された WIO モデルにより，家計による財の消費の 3 つのステージ（購入・使用・廃
棄）に伴って排出される環境負荷をモデル化することが出来た。さらに，このモデルと平成 7 年
（1995 年）廃棄物産業連関表（WIO1995 表）を用いた実証分析を行い，家計による各財の消費行
動，それに伴う廃棄行動によって引き起こされる環境負荷排出量を計測した。 
また，本研究第 3 章では，WIO1995 表と家計の消費・廃棄行動分析用 WIO モデルを用
いた実証結果を，一般消費者に分かりやすい形である環境家計簿として整理した。家計による各
財の購入額 1 万円あたりが直接・間接に誘発する埋立容積を家計調査品目に対応した埋立点数
表として整備した。財別の埋立点数と家計の消費額を掛け，すべての財について合計することによ
り，家計が自らの消費・廃棄行動が引き起こす埋立容積を自己チェックすることが出来る。さらに，
廃棄物環境家計簿の実践例として，平均的家計の家計簿とみなされる家計調査の結果に応用し，
収入階級別の家計が誘発する埋立容積を推定した。 
次に，本研究第 4 章では，消費者分析用 WIO モデルを，「持続可能な消費」に関するシ
ナリオ分析に応用した。これらのシナリオは，交通手段の振替，家電製品の長寿命化，自炊・外食
の振替など，典型的なものである。また，第4章では，所得に関するリバウンド効果についての簡便
な調整方法を提唱した。支出総額が異なる複数の消費パターンを比較する場合，消費者は予算
制約の下で余った予算を別の消費に用いるが，その追加的消費によって増加する環境負荷排出
量の調整分のことを，所得に関するリバウンド効果と呼ぶ。「持続可能な消費」の研究分野では，こ
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のようなリバウンド効果を調整する必要があることが知られている。この章のシナリオ分析の結果に
より，「持続可能な消費」に関する研究でも，リバウンド効果を適正に考慮する必要性が示された。 
消費者が直面する予算と時間の 2 つの制約の下での家計の消費・廃棄行動を分析する
ために，本研究第 5 章では，消費行動を説明する効用関数を導入した。財の消費量に対して定義
される伝統的な効用関数とは異なり，本研究で導入した効用関数は，消費技術の稼動水準につい
て定義される。この消費モデルと家計の消費・廃棄行動分析用 WIO モデルとを組み合わせること
により，所得と時間のリバウンド効果を考慮した環境負荷の分析を行った。この章で用いられた
WIO 表は，平成 12 年（2000 年）廃棄物産業連関表（WIO2000 表）である。このモデルを典型的な
「持続可能な」消費シナリオである交通手段の振替シナリオと内食・中食・外食の振替シナリオに応
用した。最後に，第 6 章で，この研究全体の成果をまとめ，今後の課題を列挙した。 
